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そのためには･･･
認知症の⽅の現存する能⼒を適切に評価することが重要
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〇⽣活・認知機能尺度【別紙様式3】を活⽤した評価を実施すること

〇I C F ステージング（※） 【別紙様式５】を活⽤すること

別紙様式２

令和６年度介護報酬改定におけるLIFEの⾒直しのポイント
【科学的介護推進体制加算の⾒直し】

改変① ⽣活・認知機能尺度が “必須項⽬” として導⼊
（DBD13は⼀部必須項⽬があったが全て任意項⽬と整理）

改変② ＩＣＦステージングが 任意項⽬として導⼊

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

ICFステージングは、
⽼健施設の「⾃⽴⽀援促進加算」においては
“必須項⽬”となっている。
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令和６年度介護報酬改定におけるLIFEの⾒直しのポイント
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⽣活・認知機能尺度 事前質問（意識レベル）
事前質問（みまもりの必要性）

⑥⑤④③②① ①
-1 -2

低⾼ 機能 低⾼ 機能
5 3 1 5 3 1
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別紙様式１３

認知機能
の状況
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令和６年度介護報酬改定におけるLIFEの⾒直しのポイント
退所時情報提供加算

⼊所者が退所して医療機関に⼊院する場合の情報提供書に、ＬＩＦＥと同様の「⽣活・認知機能尺度」が⼊った。
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認知症基本法の目的を達成するために、
認知症の方の現存する機能を適切に評価
することが重要。
介護側では今回の報酬改定で認知機能
の評価尺度が入った。さらに介護施設か
ら医療機関へ送る際の情報提供の項目
にも位置付けられた。
今後は、医療と介護も同じ指標で
認知機能を評価する必要がある。
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